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序論 

地球外生命体が存在するか否かは、人類最大の謎のひとつとして我々の関心を惹きつけてき

たが、その存在は未だ確認されていない。我々は生命活動に必要となる物質を探査していく

ことで生命やその痕跡を確認する、という新しい探査ミッションを提案する。 

 

1．コンセプト 

 従来、生命の定義として体の中と外を区切る仕切りの役割を持つ膜を持つことが多く用い

られてきた。本ミッションでの「生命」はこれに加え、外から物質を取り込み、化学反応で

エネルギーを得て、物質を排出するものとして、解糖反応に基づいた化学反応式を定義した。 

 我々はこの反応で用いられる物質を検出することをひとつの目的として、分光観測や直接

採取という手法で探査を行う。その物質が発見された上で、最大の目的である、生命もしく

は生命の痕跡の発見を細胞染色法を用いて行う。 

 

2. 探査手法 

2.1 生命の定義 

 ここでいう「生命が存在している」とは、自らと外界の仕切りを持つ生命体がエネルギー

源を吸収し物質を排出する一連のプロセスが存在している、と定義した。本ミッションでは

生命活動に最低限必要であると考えられる物質や生命活動の結果排出されると考えられる物

質を探す。 

 
2.2 注目した化学反応式 

 生命が物質を吸収し、エネルギーを得て、物質を排出する方法はいくつかあるが、我々は

解糖に注目した。解糖のプロセスは数多く存在するが、我々は下記の反応に注目した。 

C6H12O6 + H2S → CH4 ＋ (他の化学物質) 

エネルギー源としてグルコースを選んだ理由はエネルギー効率がよく、地球上で発展してい

る高等生物はグルコースをエネルギー源にしているものが多いからである。 

 我々はグルコースの分解に酸素を用いている。しかし、太陽系内の惑星において地球のよ

うに酸素が気体として普遍的に存在している環境は稀である。そこで、地球海底の熱水噴出

孔に注目した[1]。地球における熱水噴出孔では、酸素ではなく硫化水素をエネルギー反応



に利用する生物が存在しているため、上記のような式となる。したがって、グルコース・硫

化水素・メタンを検出すればよい。 

 
2.3 検出方法 

 2.2の化学反応式に出てくる物質であるグルコース・硫化水素・メタンの検出方法は、以

下の通りである。 

  ・グルコース・・・直接サンプルを採取してベネジクト液で検出 

  ・硫化水素・・・波長 3.8µm の近赤外線による分光 

  ・メタン・・・波長 1.67µm の近赤外線による分光 
 

3．探査の流れ 

 
 地球から探査機を打ち上げ、目標天体へ到着後、まずはじめに全球サーベ

イによるグローバルマッピングを行う。その際、2.3 に記述した波長の『い

ぶき』に用いられた赤外線分光計を使い、硫化水素とメタンの相対濃度が高

い地点へ着陸し、試料を採取する[2]。そして、生命のエネルギー源としたグ

ルコースを検出するために、採取した試料をベネジクト液と反応させる。こ

の結果、グルコースが検出できれば、我々が定義した化学反応式におけるエ

ネルギー源と排出物の両方を検出できたこととなる。もしもグルコースが検

出されれば、その後、試料を染色し『MELOS 計画』に用いられる予定の蛍光

顕微鏡を用いて細胞の検出を行う[3]。この結果、細胞が検出されれば、地球

外生命体かもしくはその痕跡の発見となる。 

 

 
 

4．まとめ 

我々は生命の生存した定義として、エネルギー源と排出物が存在していると考えた。そこで、

エネルギー源としてグルコースと硫化水素、排出物としてメタンに注目し、それぞれの物質の

観測手法を検討した。 

対象天体は、化学反応が起こるための適度な熱・化学反応の溶媒となる水・観測すべき物質

の 3つが存在する氷衛星であるエウロパもしくはエンケラドスを考えている。 
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